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財団法人岩手県予防医学協会創立 40 周年記念誌



県民の健康と福祉を願って
1970（昭和 45）年10月1日、任意団体岩手県予防医学協会が誕生する。

職員数4名。

新天地での再出発のため
1980（昭和55）年7月30日、施設を現在地の農村管理センターへ移転する。

職員数105名。検査・健診総実施数530,098件。

県内唯一の総合健康支援機関として
1993（平成 5）年10月7日、県南センターを竣工落成する。職員数283名。

検査・健診総実施数1,022,839 件。

創立半世紀へ向けた取り組みとして
2004（平成16）年 4月21日、人間ドックセンターを開設する。職員数296名。

検査・健診総実施数1,168,250 件

Prevention is better than cure.

予防に勝る治療なし

財団法人岩手県予防医学協会の 4 0 年

Iwate Health Service Association
40th Anniversary

県南センター外観 岩手県予防医学協会外観



財団法人岩手県予防医学協会は、基本理念に基づ
き人と社会に貢献する予防医学の専門機関となる
ことを目指します。

基本理念
岩手県民の健康と福祉に寄与する

基本方針
1．私たちは、健康診断を通じ、県民の健康寿命の延伸、
健康度の向上に努めます

2．私たちは、健康の保持増進に視点を置き、県民が健康
で豊かな生活を営むことができるよう支援します

3．私たちは、常に高い技術と最新知識の習得に努め、生
命尊重の精神によるサービスを提供します

人事理念・人事基本方針・
期待される職員像

Ⅰ . 人事理念
	 笑顔を創造する人の育成

Ⅱ . 人事基本方針
1．自分の役割に責任を持ち、協働して仕事を進めて
いける環境をつくる
2．自主的に能力向上に取り組み、チャレンジできる
環境をつくる
3．モチベーションを高める環境をつくる

Ⅲ . 期待される職員像
1．ビジネスパートナーの笑顔を創造する人
2．自分の仕事に喜びを感じ、活き活きと仕事ができ
る人
3．高い専門能力を有する人
4．常に問題意識を持ち、創造工夫のできる人
5．社会に貢献し模範となる人

シンボルマーク
1979（昭和 54）年、県民の公募により
決まりました。岩手県予防医学協会の頭
文字「い」を鳥のモチーフとしてデザイン
しています。平和と健康、そして限りな
い県民の幸福を表現しています｡

キャラクター
2000（平成 12）年、創立 30 周年を記
念してキャラクターを制作しました。右
が元気はつらつ「ペップくん」左が笑顔
健やか「フィットちゃん」。生命力豊かな
若葉をイメージしたものです。

あおぎり号
検診車「あおぎり号」の名前は、落葉樹「あ
おぎり」に由来します。この樹木は、広島の
原爆から蘇った木として、また伝説の鳥、鳳
凰が宿る木として有名です。このたくましい
生命力がある木に、健やかな未来を託して
命名しました。

予防に勝る治療なし
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財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学
協
会

会
長
　

高
橋
牧
之
介

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
が
行
政
、
医
師
会
、
農

協
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
団
体
の
支
え
に
よ

り
、
こ
こ
に
四
十
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

協
会
創
設
時
の
職
員
は
わ
ず
か
四
名
で
し
た

が
、
現
在
の
職
員
数
は
三
百
十
五
名
と
な
り
、
年

間
の
検
査
健
診
件
数
も
百
万
件
を
超
え
事
業
は
拡

張
の
現
状
に
あ
り
ま
す
。事
業
発
展
の
背
景
に
は
、

県
、
市
町
村
、
医
師
会
、
Ｊ
Ａ
、
労
働
基
準
協
会

等
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
団
体
か

ら
の
ご
支
援
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
る

と
関
係
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
会
誕
生
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

こ
の
四
十
年
は
波
瀾
万
丈
、激
変
の
連
続
で
し
た
。

中
に
は
優
れ
た
諸
先
輩
の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
と
苦

難
の
跡
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
不
惑
の
四
十
年

を
こ
れ
か
ら
の
出
発
点
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い

た
各
位
の
ご
恩
に
報
い
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
致

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
事
前
忘
れ
ざ
る
は
後
事
の
師
」
と
も
言
わ
れ
、

苦
難
の
足
跡
を
遣
わ
す
記
念
誌
は
、
一
つ
の
財
産

で
あ
り
未
来
は
歴
史
の
上
に
立
つ
も
の
と
信
じ
ま

す
。
新
生
協
会
、
生
み
の
親
と
も
言
う
べ
き
遠
山

病
院
理
事
長
遠
山
美
知
先
生
、
五
連
会
長
岩
持
静

麻
氏
、
県
医
師
会
長
佐
々
木
一
夫
先
輩
の
出
会
い

を
は
じ
め
、
協
会
の
充
実
発
展
の
為
に
生
涯
を
捧

げ
た
栗
原
耿
常
務
、
田
島
達
郎
専
務
の
壮
絶
な
生

き
ざ
ま
に
は
後
に
続
く
者
へ
の
深
い
教
訓
と
な
る

ド
ラ
マ
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
会
長
が
時
折
口
に
さ
れ
て
い
た
漢
詩
の

一
節
「
万
里
の
長
江
、
あ
に
千
里
に
一
曲
せ
ざ
ら

ん
や
」
の
通
り
、
今
後
も
協
会
運
営
の
中
で
は
多

く
の
紆
余
曲
折
を
覚
悟
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
急

激
な
高
齢
化
の
進
行
と
地
域
医
療
危
機
の
叫
ば
れ

る
現
代
に
お
い
て
、
岩
手
県
民
の
健
康
と
福
祉
に

寄
与
す
る
第
一
歩
は
、
当
協
会
業
務
の
充
実
に
一

分
の
隙
も
与
え
ぬ
努
力
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
記

念
誌
に
記
さ
れ
た
歩
み
と
経
験
の
歴
史
を
通
し
て

今
後
の
事
業
展
開
に
資
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
記
念
誌
刊
行
に
業
務
多
忙
の
な
か
努

力
さ
れ
た
松
尾
洋
一
編
集
委
員
長
は
じ
め
編
集
委

員
の
諸
君
に
深
謝
致
し
ま
す
。
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岩
手
県
予
防
医
学
協
会
の
設
立
四
十
周
年
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭

和
四
十
五
年
の
設
立
以
来
、
四
十
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
健
康
づ
く
り
の
専
門
機
関
と
し
て
、
健
診
活
動

や
健
康
教
育
な
ど
を
通
じ
、
県
民
の
健
康
増
進
、
予

防
医
学
の
発
展
・
普
及
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
深
甚
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
貴
協
会
は
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡
率
が
急
激
に
高
ま

り
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
健
診
な
ど
予
防
医
学
の
重

要
性
が
唱
え
ら
れ
始
め
た
時
期
の
、
本
県
の
県
民
病

と
も
言
わ
れ
る
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
上
昇
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
昭
和
四
十
五
年
に
、
関
係
各
位
の

大
変
な
御
努
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
本
県
の
予
防
医
学
の
中
核
と
し
て
、
昭
和

四
十
七
年
に
検
診
車
に
よ
る
地
域
や
職
場
、
学
校
を

巡
回
し
て
の
健
診
活
動
を
開
始
し
、
昭
和
五
十
五
年

に
は
「
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
よ
る

一
日
人
間
ド
ッ
ク
、
平
成
十
六
年
に
は
「
人
間
ド
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
に
よ
る
シ
ニ
ア
ド
ッ
ク
・
レ

デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
な
ど
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
七
年
に
は
、
歯
周
病
検
診
を
全
国

に
先
駆
け
て
実
施
し
た
ほ
か
、
平
成
二
十
年
か
ら
の

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の
対
応
や
、
自
殺
対

策
な
ど
県
民
の
心
の
ケ
ア
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
事

業
を
開
始
す
る
な
ど
、
県
民
の
健
康
課
題
に
適
時
、

適
切
に
対
応
し
、
県
民
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向

上
に
大
き
く
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学

協
会
設
立
四
十
周
年
記
念
誌

の
刊
行
に
寄
せ
て

岩
手
県
知
事
　

達
増
　
拓
也

　

こ
の
間
、
県
民
の
健
康
に
関
す
る
認
識
も
深
ま
り
、

本
県
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
対
策
は
、
飛
躍
的
に
充

実
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
貴
協
会
の
御
功

績
は
誠
に
大
き
く
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

御
案
内
の
と
お
り
、
近
年
に
お
け
る
県
民
の
健
康

水
準
は
、
医
学
技
術
の
進
歩
、
公
衆
衛
生
の
発
展
、

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に
伴
っ
て
著
し
く
向
上
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
県
の
保
健
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
医
師
の
絶
対
数
の
不
足
や
地
域

偏
在
、
三
大
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
に

比
べ
高
水
準
に
あ
る
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

二
十
一
年
十
二
月
に
策
定
し
た
新
し
い
総
合
計
画「
い

わ
て
県
民
計
画
」
に
お
い
て
、「
地
域
の
保
健
医
療

体
制
の
確
立
」
を
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
付

け
、
県
民
誰
も
が
切
れ
目
の
な
い
質
の
高
い
保
健
医

療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
総
合
的
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
当
っ
て
は
、
県
や
市
町
村
の

み
な
ら
ず
、
県
民
、
関
係
団
体
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
が
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
力
を
結
集
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た

観
点
か
ら
も
、長
年
、予
防
医
学
の
専
門
機
関
と
し
て
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
た
貴
協
会
に
対
し
、
大
き
く
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
が
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り

た
い
」
と
い
う
県
民
の
願
い
に
応
え
、
健
診
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
今
後
と
も
本
県
の
健
康
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
、
ま
す
ま
す
御
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

●
祝
辞

財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
創
立
四
十
周
年
記
念
誌

四
十
周
年
記
念
誌

発
刊
に
よ
せ
て

社
団
法
人
岩
手
県
医
師
会

会
長
　

石
川
　
育
成

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
設
立
四
十
周
年
記
念

誌
の
発
刊
に
あ
た
り
、
岩
手
県
医
師
会
を
代
表

し
て
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
は
昭
和
四
十
五
年
に

任
意
団
体
と
し
て
発
足
し
、
同
年
財
団
法
人
の

認
可
を
受
け
て
以
来
四
十
年
の
永
き
に
亘
り
県

民
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
設
立
に
関
わ
っ
た
方
々
の
英
断
と
、
そ

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も

弛
ま
ぬ
努
力
で
現
在
の
隆
盛
を
築
か
れ
た
歴
代

会
長
は
じ
め
役
職
員
、
並
び
に
関
係
各
位
の
熱

意
と
精
進
に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
は
四
十
周
年
に
際
し
て
記
念

誌
の
編
纂
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
の
記

録
は
先
達
に
対
す
る
感
謝
の
証
で
あ
り
、
後
輩

に
対
す
る
伝
統
の
継
承
で
あ
り
ま
す
。
先
賢
の

業
績
を
顕
彰
す
る
道
を
選
ば
れ
た
高
橋
会
長
先

生
は
じ
め
編
集
に
携
わ
っ
た
皆
様
方
の
心
意
気

に
深
く
感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
が
県
民
の
健
康
管
理

事
業
を
拡
充
す
る
た
め
に
、
岩
手
県
医
師
会

と
の
連
携
推
進
を
模
索
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

五
十
三
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
以
来
、
関
係

各
位
の
ご
理
解
を
頂
き
、
岩
手
県
医
師
会
を
初

め
と
し
て
県
内
の
全
て
の
郡
市
医
師
会
の
理
解

の
下
に
連
携
推
進
が
行
わ
れ
、
今
日
の
発
展
に

繫
が
っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

設
立
以
来
、
学
校
保
健
、
地
域
保
健
、
産
業

保
健
の
三
本
柱
を
中
心
に
、
人
間
ド
ッ
ク
、
環

境
測
定
、
特
殊
健
診
な
ど
多
く
の
事
業
を
推

進
し
、
四
十
年
間
の
総
検
査
健
診
実
施
数
は

三
千
百
万
件
に
上
り
、
病
気
の
早
期
発
見
に
よ

る
県
民
の
健
康
管
理
、
健
康
づ
く
り
に
多
大
の

貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
辿
ら
れ
た
四
十
年
の
輝
か
し
い
歴
史

を
礎
と
し
て
、
役
職
員
が
一
致
協
力
し
て
立
ち

は
だ
か
る
問
題
を
克
服
し
、
岩
手
県
医
師
会
と

の
連
携
の
下
で
、
今
後
益
々
充
実
発
展
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。
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祝 

財
団
法
人 

岩
手
県
予
防

医
学
協
会
創
立
四
十
周
年

岩
手
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

岩
手
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会

岩
手
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岩
手
県
本
部

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岩
手
県
本
部

会
長
　

長
澤
　
壽
一

　

財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
の
創
立
四
十
周

年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
協
会
は
、
昭
和
四
十
五
年
発
足
以
来
、
地
域
、

職
域
、
学
校
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
健
康
診
断
や
健

康
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、
い
わ
て
の
保
健
予
防
活

動
の
中
心
的
機
能
を
は
た
し
、
県
民
の
疾
病
予
防
や

健
康
意
識
の
向
上
等
、
健
康
増
進
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
職
員
各
位
の
予
防
医
学
に
対
す
る
大
い
な
る
情

熱
と
、
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
、
そ
し
て
輝
か
し
い
ご

功
績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
四
十
二

回
Ｊ
Ａ
岩
手
県
大
会
の
中
で
、「
Ｊ
Ａ
の
総
合
性
発

揮
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
」
を
目
指
す
こ
と
を
決
議

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ａ
岩
手
県
厚
生
連
で

は
、
第
八
次
厚
生
事
業
三
か
年
計
画
を
策
定
し
、
貴

協
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
事
業
連
携
強

化
に
よ
る
健
康
増
進
活
動
と
地
域
活
性
化
を
目
指
し

た
「
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
百
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
運
動
、

食
事
、
健
診
・
介
護
・
医
療
）」
や
認
知
症
啓
発
活

動
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
下
、
貴
協
会
は
Ｊ
Ａ
い
わ
て

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
医
学
的
分
野
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

で
あ
り
、
機
能
的
に
も
不
離
一
体
の
関
係
機
関
で
あ

り
ま
す
。
特
に
、
Ｊ
Ａ
岩
手
県
厚
生
連
は
病
院
を
持

た
な
い
健
康
管
理
専
門
連
と
し
て
、
貴
協
会
と
の
機

能
分
担
に
よ
り
事
業
機
能
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

貴
協
会
発
足
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
経
過

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
翌
昭
和
四
十
六
年
か
ら

は
「
農
民
の
命
と
健
康
を
守
る
」
活
動
と
し
て
、
県

下
農
協
婦
人
部
の
貧
血
検
査
を
貴
協
会
に
依
頼
し
、

事
業
連
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
共
済

連
い
わ
て
の
経
済
的
支
援
も
あ
り
、
検
診
内
容
を
充

実
し
な
が
ら
農
村
地
域
に
浸
透
、
拡
大
を
図
り
、
昭

和
五
十
二
年
か
ら
市
町
村
と
Ｊ
Ａ
連
携
に
よ
る
健
診

（
い
わ
て
方
式
）の
実
施
、岩
手
県
医
師
会
と
の
連
携
、

そ
し
て
昭
和
五
十
五
年
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
設

置
に
よ
る
事
業
実
施
態
勢
の
強
化
等
、
一
種
の
共
同

体
的
な
密
接
連
携
の
も
と
、
数
々
の
転
換
点
を
経
て

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
こ
こ
ま
で
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
実
績
を
機

軸
と
し
て
、
貴
協
会
と
の
相
互
理
解
と
一
致
協
力
そ

し
て
熱
意
と
使
命
感
に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
地
域

貢
献
へ
の
機
能
発
揮
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

事
業
環
境
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
将
来
へ
の

不
透
明
感
が
深
ま
っ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

創
立
四
十
周
年
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
と
歴
史
、
そ

し
て
そ
の
崇
高
な
事
業
理
念
を
基
に
、
変
化
す
る
時

代
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
貴
協
会
が
さ
ら
に
進
化
・

発
展
し
、
ま
す
ま
す
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を

祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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